
r66

太陽観測報告（ig’23年ll月分）三澤勝．衛
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備 考
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院月2旧太陽中央子午鞭過の黒繍1工消減
辻て見えす漸黒黙群東側南の高緯度に突糊す
雲た擾して
∫一日突獲の黒黙群三目中央午線通過・
汰黒黙ば葬常に獲達すo

f薪黒黙群東婦託の高緯凌に出現
頃紋ば新旧の；・」園に在り

自紋は爾群の周圏に在り（西方淡東方濃）

雨
西方の群（3日中央子午稼通邉のもの）izt　fi紋の

み亡なる

白紋ば西端に在り

5　EI出現の黒黙群本日太陽中央子午線憩過

（魏測者飯島正廣氏）

（観測者河西慶彦氏）雲な透して

白日、一は黒黙の三三、一に東端

置紋、一、西端黒黙の周園ザ西側3一一・・東側

白紋昨日西端の黒黒占に附鑓のもの

雨

曇

野
臥鈴鰍群東端近く中緯度に嚢見、多分昨日出麗ぜ

齢のか㈱煉端黒糧腓工東鱗
　白紋、1ば黒黙の周園大規摸、1［t西端

　白紋張馬添の周園大規模

　雨
25日置見の総捲群太陽中：央子午線通過黒黙群［t｛
衰へつSあり

　一小黒黙のみSなる

（
三
二
）

　本月出現の黒鮎醐凹いつれも先月のものε直接關係なく、太陽の活動lt大序に於て先
月よりも稽衰ヘアころが如し。但黒黙群の相前後して南北高緯度に現れたうに面白く、且
つ月末中央子午線通過のものはその構造週期等より見て、月初申央子午線な通過ぜうも
の㌧再現にして幾分低緯度へ向ひて移動ぜるものy如し。
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太陽親測報告（1923年12胎）三澤心拍
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備 考

11月29日中央子午線通過の黒黒占群本日it’r6央

白紋東端にあり甚だ淡し

白黒に何れも東端にあvJ　1［t昨日出現の割き

白紋ば東端昨日護見のものの績き

白tw1［t西端1に東側時口の驚き何れも大規摸

雨

曇

爾

白紋は東端淡し

白紋は昨日の績き大規模なれこも淡し

雨

日興東端甚だ濃厚

黒黙群山紋に園まれ東側北緯約30度漫に出現
日置日の白川の攣イヒぜるもの
白紋｛t黒黙群の圃にあり小規模

白紋東端【こあり

麟羅雛糠雛囎灘墾監｝
P信日出尋見の黒黒占君羊白紋のみSなる

昨日一失の黒黙本日復活白紋に其：園にあり

泊紋に西方19日獲見の黒黙群の園にあり
3日出現のもの濡諸白紋に19日嚢見の群の圃
にあり
19日号見の下県白紋のみ蜜なり他に東端に淡
き自紋あり

昨日西方にありし白紋將に淡ぜんビす

　本月に入り太陽再びやや静穏ミなれり19日以後出現の黒暗群に先月のものミ直接關係

なけれごも何れも相當に高緯度にしくしかも南北爾牛球に交互1：萬現tfるは面白こ。
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太陽観測報告（1924年1月分）三澤勝衛
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傭 考

白紋に西側にめり

河西慶彦氏観測

1小黒黙白紋に包まれ西側北の高緯度に突獲

昨日の新黒日群本日に既に消失

曇

日紋は東側

白紋に東側昨口の績き

白紋に昨日の績き

白紋東側に出現

自紋東端相當に大規模

雲た透して

白紋ば何れも東側にあり大規模

河西慶彦民観測

海西慶彦氏観灘

同　　　　上

同　　　　上

白紋東端に出現大規模

白紋に昨日の績き大規模

白紋東端に出現、小規模

白紋に園まれfこる黒黙群北の高緯度に出現、他の自
紋も西側
昨口出現の黒粘群漕失白紋のみεなり西側の白紋に
昨日の績き

（
三
四
）

本月に入り三度太陽面ば甚しく離島iミなるo


